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論 説
米国連邦税調査行政における新たな動向
―限定争点集中調査（Limited Issue Focused Examination）
を中心に―














第三節 ファスト・トラック和解（Fast Track Settlement：FTS）
第四節 申告前合意（Pre-Filing Agreement：PFA）












































































































































































































































































































































































































































































































（preliminary notice of deficiency：いわゆる30日レター）」が既に納税者に対






















































































担当官（Appeals FTS Program Manager）」と「LMSB・FTSプログラム















































































































































































































































































































(１) LMSBは、賃金・投資部門（Wage and Investment:W＆I）、小企業・自営
業部門（Small Business and Self-Employed: SB/SE）、非課税・政府主体部門





































の規定のほか、Amy Hamilton, IRS to Implement LIFE Next Month,97Tax
 
Notes1260(2002)や、2005年に財務省税務行政監察官（Treasury Inspector Gen-
eral for Tax Administration）により出された調査報告書、The Limited Issue
 
Focused Examination Process Has Merit, but Its Use and Productivity Are
 
Concerns (Feb, 2005), 2005-30-029などを参照した。さらに IRSのホームページ
（http://www.irs.gov/businesses/article/0,,id＝103618,00.html (last visited Oct.
31,2005)からの情報も有用であり参照した。とりわけ、LIFE実施の際に用いられ
る「諒解メモ」の指定書式や LIFEに関するQ&A資料が参考になる。










































(15) 諒解メモに添付されている「諒解メモ記入説明書（Instructions for Complet-
ing the MOU）」を参照（前掲注（５）のHPより入手可）。


















I.Saltzman,IRS Practice and Procedure,Revised2??ed.2002,??8.15［6］,9.04;
Ronald A.Stein,Settling with the IRS :The Importance of Procedure,107Tax
 
Notes1675,1690-1692(2005);Joni Larson,The IRS’s Push Towards Settlement
:New Programs Provide Opportunities for Resolving Disagreements,83MI Bar
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Jnl 34(2004);Trevor Wetherington & Vincent Canciello, Settling with the
 
IRS :New Avenues Expedite Conflict Resolution,80MI Bar Jnl48(2001);John
 
M. Beehler, IRS Alternative Dispute Resolution Initiatives, The Tax Adviser
(Feb,2000);Thomas Carter Louthan & Steven C.Wrappe,Building a Better
 























(24) 以下紙幅の都合から、本節 委任命令 4-24と次節 早期照会に係る内国歳入マ
ニュアル4.45.15の諸規定に関して、「4.45.15.」の表記と「日付」の表記を省略した
上で、次のように略記する。「IRM 4.45.15.2.1(11-15-2004)1」→「IRM 2.1：1」












(26) See IRS Restructuring and Reform Act of1998,?3465(a).














(31) See also Rev.Proc.2003-40,2003-25IRB 1044.さらに前掲注（20）の文献の
他にも、See also Berson,??1.06［1］,［2］. なお、この LMSBが関わるファスト・
トラック和解に類似する制度として、「小企業・自営業部門（SB/SE）」には、「フ
ァスト・トラック調停（Fast Track Mediation：FTM）」がある。さしあたり、




(33) この点、先の FTM では30日間～40日間となっている。See Rev. Proc. 2003-
41,supra note31,?3.03.
(34) なお、ここで言う「不服審査官（Appeals Officers）」は、不服審査事件チー
ム統括官（Appeals Team Case Leader:ATCL）と通常の不服審査官の両者を含
む。See IRM 4.4.1：5
(35) この点 FTM では、担当不服審査官は「訴訟になったときの危険」基準を考慮
した和解案提示をなしえないとされていたが、近時 SB/SEでも、FTSが正面か
ら認められることになったもようである。See Sheryl Stratton,Fast Track Settle-
ment Now Available to Small Businesses,107Tax Notes548(2005)











(39) See also Rev.Proc.2001-22,2001-9I.R.B.745;Rev.Proc.2005-12,2005-2I.
R.B 311. また前掲注（20）の文献の他にも、See also Berson, ?1.03A［2］［d］;
Cym H. Lowell & Mark R. Martin, U.S. IRS Expands Prefiling Agreement
 
Program :Potential Benefits For Multinationals,37Tax Notes Int’l1011(2005)
(邦訳として立川正三郎 翻訳責任「米国 IRSは事前合意制度を拡大」租税研究668
号157頁以下（2005年）がある)。
(40) なお、法律問題（questions of law）については、申告前合意ではなく、pri-
vate letter rulingによるべきであるともされる。See IRM 4.30.1.1(01-09-2002)2.
C.本制度に関しては、例えば、望月爾「アメリカのアドバンス・ルーリング制度
の再検討」政経研究72号119頁以下（1999年）を参照。













See IRM 4.30.1.5：4；IRM 7.2：7.



















ログラムに関しては、それぞれ See Saltzman,?8.09［1］; George Guttman, A
 




































































































⑶株主への貸付金 950 ⑶株主への貸付金 950
⑷その他の投資 1，400 ⑷その他の投資 1，400
⑹株主からの借入金 700 ⑹株主からの借入金 700
⑻長期負債（支払繰延報酬） 60
⑼売上（繰り延べ） 1，500 ⑼売上（繰り延べ） 1，500





?欠損金控除（繰戻し請求） 600 ?欠損金控除（繰戻し請求） 600
?別表M との調整（12ヶ所） 1，800 ?別表M との調整（12ヶ所） 1，800
?合併買収に係る争点 不明 ?合併買収に係る争点 不明
?株主・役員の私的使用物品 不明 ?株主・役員の私的使用物品 不明
※本リストは納税者に提示される ※取消し線項目は調査対象外に決定
【ステップ５：LIFE対象争点】
項目 金額
⑶株主への貸付金 950
⑷その他の投資 1，400
⑹株主からの借入金 700
⑼売上（繰り延べ） 1，500
?役員報酬 400
?欠損金控除（繰戻し請求） 600
?別表M との調整（12ヶ所） 1，800
?合併買収に係る争点 不明
?株主・役員の私的使用物品 不明
※本リストは「諒解メモ」に添付
【ステップ３：本来調査対象となる争点】 【ステップ４：?重大性」基準からの絞込み】
項目 金額
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